
問

本
市
に
は

団
地
８

14

１
１
戸
の
市
営
住
宅
と
、

２
団
地

戸
の
特
定
公
共

11

賃
貸
住
宅
が
あ
り
、
１
９

６
９
年
（
昭
和

年
）
建

44

設
の
美
原
住
宅
か
ら
、
新

し
い
も
の
で
平
成

年
の

18

ふ
じ
な
み
住
宅
と
な
っ
て

い
る
。

現
在
の
入
居
者
数
と
入

居
率
、
世
帯
状
況
は
ど
う

か
。令

和
４
年
４
月
か
ら
山

形
県
住
宅
供
給
公
社
に
管

理
委
託
を
実
施
し
て
い
る

が
、
外
部
委
託
に
よ
っ
て

入
居
者
か
ら
の
苦
情
は
な

い
か
、
ま
た
管
理
委
託
の

評
価
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

令
和
６
年
10

月
末
時
点
で
、
６
１
４
世

帯
が
入
居
し
、
入
居
率
は

・
７
％
、
入
居
者
の
総

74数
が
９
６
４
人
と
な
っ
て

い
る
。

入
居
者
世
帯
総
数
の
約

６
割
に
当
た
る
３
８
８
世

帯
が
、
高
齢
者
を
含
む
世

帯
、
そ
の
う
ち
の
７
割
に

当
た
る
２
６
９
世
帯
が
高

齢
単
身
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。そ

の
ほ
か
、
独
り
親
世

帯
が

世
帯
、
生
活
保
護

93

受
給
世
帯
が

世
帯
、
障

77

害
者
世
帯
が
１
１
８
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。

管
理
業
務
の
外
部
委
託

後
、
苦
情
等
の
問
合
せ
は

届
い
て
い
な
い
。

各
団
地
へ
の
定
期
巡
回

で
は
、
で
き
る
限
り
住
宅

管
理
人
か
ら
様
々
な
声
を

聞
く
な
ど
、
入
居
者
目
線

に
立
っ
た
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

全
入
居
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
来
年
度

行
い
、
外
部
委
託
の
評
価

を
行
う
。

問

美
原
団
地
の
住
民
か

ら
は
、
夏
が
暑
く
、
冬
が

寒
い
た
め
、
窓
に
断
熱
シ

ー
ト
を
貼
っ
て
し
の
い
で

い
る
と
い
う
声
や
、
湿
気

が
た
ま
っ
て
結
露
も
多
い

と
い
っ
た
話
も
聞
く
。

温
海
地
域
の
柳
原
住
宅

は
、
風
が
強
く
て
、
片
方

に
は
二
重
窓
に
し
て
も
ら

っ
た
が
、
反
対
側
の
大
き

な
窓
に
は
さ
れ
て
い
な

い
。
特
に
冬
は
大
変
寒
い

と
い
う
要
望
も
出
さ
れ
て

い
る
。

高
齢
化
で
、
以
前
は
住

民
で
行
っ
て
い
た
側
溝
清

掃
も
出
来
ず
、
大
雨
が
降

る
と
す
ぐ
に
側
溝
が
あ
ふ

れ
る
。
老
朽
化
の
た
め
玄

関
ド
ア
の
開
閉
が
容
易
で

な
い
な
ど
の
要
望
も
出
さ

れ
て
い
る
。

高
齢
世
帯
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、断
熱
化
の
観
点
で
、

修
繕
計
画
を
位
置
づ
け
る

必
要
が
あ
る
が
、
次
期
計

画
作
成
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

建
設
部
長

こ
れ
ま
で
美

原
住
宅
や
東
部
住
宅
、
大

西
住
宅
で
の
外
壁
部
分
の

外
断
熱
改
修
に
よ
る
断
熱

性
能
の
向
上
や
、
給
排
水

の
更
新
、
１
階
住
戸
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
な

ど
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
。

特
に
昭
和

年
以
前

60

に
建
設
さ
れ
た
団
地
は
、

性
能
的
に
不
足
し
て
い

る
。鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
団
地
は
、
今
後

年
間

10

で
そ
の
半
数
が
築
後

年
50

を
経
過
し
、
給
水
管
や
配

水
管
の
更
新
も
喫
緊
の
課

題
だ
。

老
朽
化
の
状
況
や
耐
用

年
数
、
使
用
可
能
な
年
数

な
ど
を
勘
案
し
、
優
先
順

位
を
設
定
し
た
上
で
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
６
日
の
一
般
質
問
で
、
日

12

本
共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
は
、
①
市
営
住
宅
、
②
会

計
年
度
任
用
職
員
、
③
幼
保
小
連
携
に
つ
い
て
、
取
り

上
げ
ま
し
た
。

県
公
社
に
管
理
委
託
で
苦
情
は
な
い
か

˵
ۯ
ఒ
ख़
ξ
߷
ơ
ُ
Ơ
˵
ۯ
ඒ
࢞
ो
Ǆ

▽

日
、

17
医
師
会
新

年
会
に
来

賓
と
し
て

出
席
。
会

員
医
師
の
方
々
か
ら
、
医
師
の
高
齢
化

で
会
員
が
減
少
す
る
中
で
、
学
校
医
、

施
設
嘱
託
医
、
警
察
業
務
、
産
業
医
な

ど
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、新
型
コ
ロ
ナ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
対
応

等
々
、
大
変
な
困
難
の
中
で
公
的
な
役

割
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
事
を
伺
い
ま
し

た
。
「
今
の
診
療
報
酬
で
は
必
要
な
医

療
従
事
者
の
体
制
が
保
証
さ
れ
て
い
な

い
」
「
昨
日
の
業
務
が
今
日
の
午
前
３

時
ま
で
か
か
り
、今
朝
か
ら
通
常
診
療
、

終
わ
っ
て
こ
の
会
に
出
席
し
て
い
る
」

等
の
お
話
か
ら
、
地
域
医
療
を
支
え
る

医
療
機
関
と
医
師
の
状
況
の
抜
本
的
改

善
は
急
務
で
あ
る
こ
と
を
実
感
。

▽
山
形
県
第
８
次
医
師
確
保
計
画
で

は
、
本
県
は
「
医
師
偏
在
指
標
」
（
10

万
人
当
た
り
医
師
数
に
近
い
も
の
）
で

全
国

位
。
中
位
に
あ
る
宮
城
県
が
２

40

４
７
・

３
な
の
に
対
し
て
、
本
県
は
２

０
０
・

２
。
中
で
も
庄
内
は
１
６
２
・

８
で
、
全
国
３
３
０
の
医
療
圏
中
２
６

０
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
医

師
の
増
加
を
め
ざ
し
て
、
長
期
的
に
は

山
大
医
学
部
や
県
外
大
学
に
「
地
域
枠
」

の
設
定
を
検
討
す
る
事
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
医
師
不
足
は
「
都
市
部
と
地
方

の
医
師
の
偏
在
」
だ
と
い
う
政
府
の
考

え
方
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
し
か
し
、
日
本
の
医
師
数
は
人
口
千

人
当
た
り
で
先
進
国

カ
国
中

位
。

36

32

最
も
多
い
東
京
都
が
３
５
３
・

９
と
や

っ
と
平
均
程
度
で
す
か
ら
、
偏
在
は
し

て
い
て
も
、
医
師
が
余
っ
て
い
る
都
道

府
県
な
ど
無
い
の
が
実
態
で
す
。

国
が
社
会
保
障
費
削
減
を
止
め
、
医

師
を
増
や
す
政
策
に
転
換
す
る
こ
と
が

医
師
不
足
解
消
の
カ
ギ
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

問

総
務
省
は
６
月
、
期

間
業
務
職
員
を
継
続
任
用

で
き
る
期
間
を
３
年
に
制

限
す
る
い
わ
ゆ
る
「
３
年

目
公
募
規
定
」
を
撤
廃
し
、

地
方
公
務
員
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
つ
い
て
も
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
削
除
を

行
っ
た
。

会
計
年
度
職
員
３
年
目
公
募
試
験
撤
廃
を

こ
れ
ま
で
国
の
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
試
験
な

し
で
再
任
用
で
き
る
回
数

が
原
則
２
回
ま
で
と
例
示

さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
が

３
年
目
に
公
募
試
験
を
行

っ
て
い
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

撤
廃
に
よ
り
、
雇
い
止

め
に
な
る
３
年
目
公
募
の

根
拠
は
な
く
な
り
、
雇
用

継
続
で
き
る
こ
と
が
明
確

と
な
っ
た
。

本
市
の
全
体
に
占
め
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
割

合
は

・
９
％
で
、
男
女

31

比
で
は
２
対
８
で
、
臨
時

非
常
勤
職
を
女
性
が
担

い
、
常
勤
職
と
の
待
遇
格

差
が
男
女
間
の
経
済
格
差

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

本
市
の
再
任
用
の
回
数

制
限
と
、
公
募
試
験
の
廃

止
は
検
討
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

会
計
年
度
任

用
職
員
の
任
期
は
原
則
１

会
計
年
度
と
さ
れ
、
任
用

は
で
き
る
限
り
広
く
募
集

を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

例
外
的
に
、
職
員
の
能

力
実
証
が
で
き
る
場
合

は
、
公
募
に
よ
ら
ず
再
度

の
任
用
を
２
回
ま
で
、
つ

ま
り
３
年
を
限
度
に
任
用

出
来
る
と
さ
れ
、
本
市
も

こ
の
ル
ー
ル
で
任
用
を
行

っ
て
い
る
。

総
務
省
か
ら
、
通
知
が

あ
っ
た
が
、
事
務
処
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
、

で
き
る
限
り
広
く
募
集
を

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

す
る
国
の
助
言
は
変
更
さ

れ
て
い
な
い
。

任
用
回
数
上
限
を
撤
廃

す
る
こ
と
は
、
市
民
に
広

く
平
等
な
任
用
の
機
会
を

狭
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

国
の
公
募
廃
止
導
入
後

の
状
況
や
、
他
団
体
の
動

向
も
注
視
し
、
今
後
整
理

し
て
い
き
た
い
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
1月16日入札分

・湯野浜１３号線地質調査業務（湯野浜地内）（入札14業者うち5業者辞退、
2業者無効）
(株)庄内測量設計舎鶴岡営業所 3,000,000円（3,320,000円）期間～3/19（落
札率90.36％）

建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月16日入札分

・市営東部住宅5号棟102号室浴室改修工事
中止

・南部保育園発達支援室玄関設置工事（陽光町９番３１ほか）（入札2業者）
笠原建設工業株式会社 2,450,000円（2,660,000円）工期～3/21（落札率92.11％）

藤島庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月16日入札分

・令和6年災33-108新堰頭首工災害復旧工事（添川字川代地内）（入札14業者
うち8業者辞退、1業者欠席）
三和メイテック(株) 2,400,000円（2,470,000円）工期～3/21（落札率97.17％）
・令和6年災33-3沢田(1)地区、33-113沢田(2)地区災害復旧工事（東堀越字
沢田地内）（入札3業者）
森建設工業(株) 5,200,000円(抽選)（5,380,000円）工期～～3/21（落札率96.65％）
・令和6年災33-107東堀越(1)地区農道災害復旧工事（東堀越字五輪沢田地内）
（入札3業者）
(株)ヤマムラ 1,500,000円（1,670,000円）工期～～3/21（落札率89.82％）

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月16日入札分

・令和6年災33-9、33-116中台(1)(2)災害復旧工事
中止

新コンポストセンター完成予想図

第
１
回
つ
る
お
か
コ
ン

ポ
ス
ト
利
用
促
進
検
討
委

員
会
が
４
日
開
か
れ
ま
し

た
。鶴

岡
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
１
９
８
６
年
（
昭

和

年
）
に
稼
働
開
始
し
、

61
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

新
た
な
施
設
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

新
施
設
は
、
鶴
岡
浄
化

セ
ン
タ
ー（
宝
田
三
丁
目
）

敷
地
内
に
整
備
を
予
定
。

約
３
５
０
０
㎡
の
施
設

で
、
設
計
、
土
木
・
建
築

工
事
、
機
械
・
電
気
設
備

工
事
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

含
め
た
一
式
の
事
業
費

は
、
約

億
円
を
見
込
ん

34

で
い
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
生
産

量
は
、
現
在
の
３
・

１
倍
の
年
１
６
２
０

㌧
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

令
和
９
年
度
か
ら

稼
働
を
予
定
し
、
コ

ン
ポ
ス
ト
の
利
用
拡

大
な
ど
の
対
策
と
し

て
、
検
討
委
員
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
が

傍
聴
し
ま
し
た
。

問

月

日
の
総
合
教

11

25

育
会
議
の
中
で
、
幼
保
小

連
携
の
「
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
※
」
の
提
案
が
あ
っ

た
。文

科
省
が
課
題
と
し
て

あ
げ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま

で
に
育
っ
て
ほ
し
い

の
10

姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。

保
育
学
者
で
仙
台
大
学

教
授
の
大
宮
勇
雄
氏
は
、

「
育
っ
て
ほ
し
い
姿
は
、

小
学
校
で
の
授
業
や
生
活

が
円
滑
に
進
行
す
る
よ

う
、
自
己
抑
制
と
同
調
を

求
め
る
観
点
で
作
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
計
画
指
導
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

そ
の
姿
に
合
致
し
な
い

子
は
否
定
的
に
見
ら
れ
は

し
な
い
か
。

多
様
な
育
ち
や
自
主
性

が
押
さ
え
つ
け
ら
れ
な
い

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

年
長
の
１
年
間
を
小
学

校
接
続
の
た
め
の
時
期
と

す
る
こ
と
で
い
い
の
か
。

目
指
す
保
育
は
小
学
校

に
適
合
す
る
子
ど
も
を
育

「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
中
止
を

て
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず

だ
。問

題
点
を
変
え
ず
に
、

園
と
小
学
校
に
負
担
を
強

い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

何
よ
り
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
視
点
が
欠
け
て
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

学
校
で
は
、
書
類
作
成

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
管
理
な
ど

の
仕
事
量
の
増
大
、
新
し

い
科
目
の
導
入
で
教
材
作

成
が
追
い
つ
か
な
い
、
あ

る
い
は
精
神
疾
患
を
抱
え

る
教
員
の
増
加
の
一
方

で
、
補
充
の
な
さ
な
ど
が

課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、

見
解
は
ど
う
か
。

教
育
長

幼
児
期
の
終
わ

り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い

姿
、

の
姿
と
は
、
共
同
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性
や
社
会
性
と
の
関
わ
り

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
幼
児

教
育
で
育
ま
れ
た
育
ち
や

学
び
を
小
学
校
教
育
に
つ

な
ぐ
方
向
性
を
示
す
も
の

だ
。架

け
橋
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

互
い
の
支
援
、
指
導
の
在

り
方
の
可
視
化
を
通
し
た

教
育
観
の
共
有
を
図
り
、

保
育
、
教
育
の
充
実
を
目

指
す
こ
と
と
し
た
。

架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
す
る
際
に

は
、
各
幼
児
施
設
、
小
学

校
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
段

階
的
に
進
め
、
幼
保
小
の

連
携
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

※
「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
架
け
橋

期
（
義
務
教
育
開
始
前
後

の
５
歳
児
か
ら
小
学
校
１

年
生
の
２
年
間
）
に
ふ
さ

わ
し
い
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
を
図

り
、
一
人
一
人
の
多
様
性

に
配
慮
し
た
上
で
全
て
の

子
ど
も
に
学
び
や
生
活
の

基
盤
を
育
む
こ
と
を
目
指

す
も
の
。

文
部
科
学
省
で
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
３
か
年
程

度
を
念
頭
に
、
全
国
的
な

架
け
橋
期
の
教
育
の
充
実

と
と
も
に
、
モ
デ
ル
地
域

に
お
け
る
実
践
を
並
行
し

て
集
中
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。


